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健
傑
法
の
っ
改
正
」
に
よ
っ
て
、

腎
臓
病
患
者
の
う
ち
人
工
透
析
を
１
　

要
と
す
る
慢
性
腎
不
全
の
医
療
賞
に

つ
い
て
は
、
血
友
病
と
な
ら
ん
で
　
　

万
円
か
自
己
負
【
の
最
高
限
度
額
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
工
透
析
の
医
療
費
は
、
こ
れ
ま

で
、
健
保
家
族
や
目
保
加
入
肴
に
つ

い
て
は
、
保
険
の
自
己
負
担
分
か
身

休
障
害
酋
扁
祉
法
に
も
と
づ
く
吏
生

医
療
（
児
童
の
場
合
は
・
肯
旅
医
療
）

に
よ
っ
て
公
費
負
担
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
新
た
に
対
象
と
な
る
健
保

本
人
に
つ
い
て
も
こ
の
更
生
医
療
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

］
生
匡
療
に
は
ご
て
の
透
析
１
　
　
片

の
図
す
る
財
帯
の
的
Ｉ
度
の
所
り
税

瑕
に
心
し
て
費
川
徴
収
と
い
う
自
己

碩
担
か
お
り
ま
す
が
、
働
い
て
い
る

健
保
本
人
で
は
こ
の
費
川
徴
収
細
が

自
己
０
担
囚
心
細
の
一
万
円
を
越
え

る
こ
と
が
少
厚
ヽ
あ
り
ま
せ
ん
ご
ご

の
副
八
‥
、
竹
川
徴
収
の
限
度
細
も
一

万
円
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
人
に
透
析
の
医
直
行
は
、

健
似
で
あ
る
か
国
保
で
あ
る
か
の
似

除
の
印
別
、
本
人
で
あ
る
か
家
瞑
で

あ
る
か
の
別
な
く
す
べ
て
自
己
朗
担

額
は
。
万
円
が
限
厦
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
す
べ
て
の
透
析
１
　
　
者

が
月
額
一
万
円
を
実
際
に
負
担
す
る

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
更
生
医
療
の
指
定
病
院
で
冶
療

を
受
け
る
患
者
の
場
今
に
は
、
更
生

医
療
を
利
用
し
て
そ
の
費
用
徴
収
分

か
実
際
の
自
己
負
帽
額
と
な
り
ま

す
。
例
え
ば
月
額
五
十
万
円
の
治
療

費
が
か
か
っ
た
健
保
本
人
は
、
。
割

負
担
分
の
五
万
円
か
支
払
い
頷
に
な

り
ま
す
が
、
一
万
円
を
越
え
る
分
は

高
額
療
鐙
費
と
し
て
保
険
で
支
払
わ

れ
、
残
り
の
一
万
円
か
賢
生
医
球
で

公
費
負
撰
さ
れ
ま
す
。
こ
の
患
酉
の

透
析
は
一
万
円

か
限
度
、
問
題

残
る
各
県
の
対
応

え
ば
ト
、
八
万
円
と
す
る
と
、
心
川
徴

収
観
は
Ｉ
．
万
六
百
円
に
な
り
ま
す

が
、
岫
眺
お
原
で
は
一
万
肩
‐
円
、

心
恐
が
毘
帯
ト
で
あ
れ
ば
。
瓦
丁
‐
ベ

ト
円
の
０
担
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
入
院
の
励
乙
‥
で
も
叶
帯
圭
で
な

い
塑
廿
も
費
川
徴
収
癩
は
一
万
円

か
頭
う
ち
で
す
。

　

同
じ
例
で
も
、
こ
の
１
　
背
の
か
か

腎
臓
病
患
者
の
場
合

期
待
さ
れ
る

県
独
自
助
成

つ
て
い
る
・
病
院
が
吏
生
医
原
の
指
定

病
院
で
な
い
引
合
は
、
一
ゼ
円
を
自

ビ
負
拍
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
人
Ｔ
透
析
の
医
療
心

に
つ
い
て
は
更
生
仄
療
の
自
己
賤
担

分
も
含
め
て
一
万
円
か
重
払
い
の
限

度
で
す
が
、
こ
の
Ｉ
ゼ
円
限
度
の
扱

い
を
受
け
る
た
め
に
は
「
特
定
欧
・
川

原
匹
受
療
証
交
付
巾
諸
　
９
を
仁
心

医
の
証
明
を
に
け
て
似
険
片
に
心
出

し
、
受
療
証
を
医
峰
賎
円
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

仙
述
の
と
う
に
健
保
木
人
げ
。
宝

の
所
り
の
あ
る
人
で
す
か
ら
、
竹
川

徴
収
額
が
一
万
円
を
　
９
え
る
ヶ
Ｉ
ス

は
か
な
り
あ
り
ま
す
ご
こ
れ
ま
で
自

ｄ
Ｏ
拍
の
な
か
っ
た
健
保
収
人
が
。

Ｕ
々
一
汀
円
を
～
ぽ
に
わ
た
っ
て
以

い
「
づ
け
る
の
は
帽
‐
の
り
川
と
な

り
ま
Ｉ
そ
こ
で
、
部
い
府
県
独
白

の
弔
ぼ
身
休
節
～
所
」
原
門
助
戊
制

・
度
で
自
己
西
川
分
を
哺
っ
て
も
ら
え

れ
ぱ
よ
い
の
で
す
が
、
Ｉ
ふ
県
が

健
保
本
人
を
対
卯
と
し
て
い
な
い
た

め
角
1
9
　
は
促
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

透
析
以
外
の
治
療
に
は
一
万
円
も

更
生
医
原
も
必
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

一 一 一 一

　

ベ
ー
チ
エ
し
ト
伺
、
膠
原
病
、
筋

無
力
症
な
ど
囃
・
～
１
　
肴
の
Ｘ
直
幽
に

つ
い
て
も
、
健
傑
家
穴
国
保
加
入

片
の
扱
い
は
こ
れ
ま
で
と
変
ら
ず
、

特
足
疾
心
冷
原
研
冗
事
業
（
難
・
回
の

公
費
臼
佃
例
度
）
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
供
偕
の
。
ぼ
直
行
は
公
幽
狛
択
さ

れ
、
［
己
０
‐
は
あ
り
ま
せ
ん
『
。

　

今
‐
の
「
改
圧
」
で
一
割
の
政
佃

が
　
９
せ
ら
れ
る
坪
・
ｈ
ｍ
茜
に
つ
い
て

も
、
特
定
戻
患
治
療
叫
究
の
対
象
の

所
は
公
心
ｏ
佃
さ
れ
て
自
ビ
０
　
‐
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
Ｉ
炭
価
｛
原
叫
死
恥
災
は
、
結

０
　
や
心
鯛
リ
Ｊ
雨
、
人
に
透
析
の
公

‐
０
川
制
度
の
に
う
に
費
川
徴
収
は

な
八
所
り
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
指
定
さ
れ
た
瓜
則
の
ｍ
Ｉ
は
す

べ
て
自
己
０
川
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
疾
心
治
療
叫
呪
恥
勁
の
対
生

と
な
っ
て
い
る
回
礼
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

の
ベ
ー
チ
エ
。
ト
病
②
多
発
作
硬

化
症
⑤
暇
症
筋
無
力
症
④
介
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
③
ス
モ
ン
⑥
再
乍
．

不
良
性
貧
血
⑦
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス

⑧
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
⑨
強
皮

症
、
皮
内
筋
炎
お
よ
び
名
・
見
性
筋
炎

⑩
特
発
性
血
小
板
誠
少
性
紫
斑
病
⑧

結
節
性
動
脈
周
囲
炎
⑤
泄
瘍
性
大
暢

炎
⑩
大
動
．
脈
炎
症
候
梓
④
ビ
ー
ユ
ル
ガ

ー
病
⑩
大
咆
疸
凶
脊
髄
小
晒
変
性
症

⑥
ク
ロ
ー
ン
病
⑩
難
治
件
の
肝
炎
の

う
ち
劇
症
肝
炎
⑤
悪
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
⑩
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
仰
ｙ
ミ
ロ
イ

ド
ー
ジ
ス
・
卵
後
縦
靭
帯
・
胃
化
北
茸
ハ

ン
チ
ン
ト
ン
叫
踏
病
ン
ウ
．
リ
ス
動

脈
輸
閉
家
症
一
つ
エ
ゲ
ナ
Ｆ
肉
芽
腫

高
度
先
端
医
療

の
一
部
保
険
適

用
は
医
療
差
別

症
（
来
年
一
八
か
ら
べ
っ
血
型
心

筋
症
）
が
対
象
と
な
り
、
八
費
Ｇ
担
の

対
象
症
疾
病
偕
は
ニ
ト
六
と
な
る
）
。

　

以
１
　
の
・
仄
心
の
ほ
か
、
祁
心
・
冒
県

の
独
白
～
碧
と
し
て
、
‐
の
吋
印
睨

心
よ
り
以
大
し
て
他
の
・
脱
心
も
公
幽

酒
畑
し
て
ぃ
る
自
冷
休
か
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
都
世
府
県
独
自
の
難

絹
公
費
暖
１
　
　
は
健
保
本
人
も
対
象
に

す
る
か
ど
う
か
は
、
各
白
冷
休
に
よ

難
病
羅
１
　
の
場
合

つ
て
皿
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
難
病
の
場
合
、
他
の
幔
性

疾
患
と
同
様
、
入
院
が
長
期
に
わ
た

る
場
合
が
多
く
、
差
額
室
料
や
付
添

肴
浅
科
な
ど
保
険
適
用
外
の
医
療
詩

負
佃
が
多
く
、
公
費
負
担
さ
れ
た
と

し
て
も
患
西
の
帥
担
は
節
減
さ
れ
ま

せ
ん
。
今
回
の
　
１
改
正
」
で
特
定
療

薔
四
制
度
が
専
入
さ
れ
、
室
料
差
額

の
徴
収
が
公
認
さ
れ
た
ほ
か
、
高
度

先
端
医
瞭
の
一
部
保
険
適
用
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
が
ノ
こ
れ
ら
は
貧
富
の

差
に
よ
る
。
医
療
羊
別
が
公
然
と
持
ち

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
。
難
・
糾
１
　
酉

の
医
療
費
保
障
を
拡
大
し
た
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

確
立
さ
れ
た
吹
療
技
術
に
つ
い
て

は
栄
㈲
的
に
保
険
適
川
と
す
べ
き
で

あ
り
、
坪
町
の
に
う
に
。
原
因
、
め
療
渋

も
わ
か
ら
な
い
心
匹
‥
に
と
っ
て
は
Ｎ

ヅ
の
皿
弔
冷
殺
一
一
‥
…
の
差
Ｉ
、
‥
い
受
す

る
こ
と
は
強
い
引
い
で
す
。
部
分
的

な
保
険
適
川
で
は
お
金
の
な
い
所
は

址
新
の
。
国
原
を
受
け
る
機
余
を
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

難
・
司
心
片
の
町
へ
‥
、
健
似
本
人
も

践
め
て
公
叙
位
‐
さ
れ
自
己
勁
川
は

な
い
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
前
述

の
二
土
ハ
腱
〔
に
つ
い
て
だ
け
で
あ

っ
て
、
モ
の
池
の
難
病
に
か
か
っ
た

励
合
は
五
万
一
千
円
の
範
囲
で
・
ロ
己

貝
祖
が
あ
り
ま
す
。
対
象
疾
患
の
拡

大
が
急
務
で
す
。
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身
体
障
実
者
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
十
月
一
口
か
ら
施
行
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
障
害
者
が
期
待
し
た

国
際
障
害
昔
年
の
厘
念
に
ふ
さ
わ
し
い
改
正
か
ら
は
程
遠
い
と
い
え
ま
す
が
、
互
原
会
を
中
心
に
厦
動
し
て

き
た
人
工
肝
門
、
人
工
膀
胱
が
身
体
卜
宵
七
の
範
囲
に
無
ま
れ
る
な
ど
の
改
菩
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
法
改
・

正
に
あ
わ
せ
て
障
害
等
級
」
準
も
目
広
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
「
ば
う
こ
う
・

直
腸
機
能
障
声
と
全
患
連
会
員
に
多
い
呼
吸
器
、
心
臓
、
腎
臓
の
等
級
基
準
の
変
更
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ぼ
う
こ
う
又
は

　

直
腸
機
能
障
害

　

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
は
、
「
ぼ

う
こ
う
又
は
直
腸
機
能
障
害
」
と
し

て
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

一
級
障
害
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該

ご
し
、
か
つ
起
居
動
作
に
極
厦
の
制

限
を
受
け
る
た
め
一
日
の
大
１
　
を
就

床
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
も
の
を
い

う
。

　

ａ
、
尿
路
変
向
の
ス
ト
マ
に
回
暢

水
エ
肛
凹
Ｉ
は
～
付
・
回
付
枯
腸
人

工
肛
門
の
ス
ト
マ
を
併
せ
も
勺
か

つ
、
い
ず
れ
か
の
ス
ト
マ
の
俯
し
い

変
形
又
は
ス
ト
マ
川
辺
の
筈
し
い
心

肖
の
ぴ
ら
ん
が
あ
る
も
の
。
ｂ
、
凹

腸
人
工
町
門
又
は
ト
行
・
横
行
結
腸

人
工
肛
門
の
ス
ト
マ
を
も
ち
、
か
つ

高
度
の
排
尿
機
能
呻
宍
及
ジ
ス
ト
マ

の
熟
し
い
変
形
又
は
ス
ト
マ
周
辺
の

七
し
い
皮
白
の
び
ら
ん
が
あ
る
も

の
。

　

三
級
障
害
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
を
い
う
。

　

ａ
、
尿
路
変
㈹
の
ス
ト
マ
回
腸
人

工
肛
門
又
は
～
行
・
横
行
柚
腸
人
工

肛
門
の
ス
ト
マ
を
併
せ
も
つ
も
の
。

ｂ
、
尿
路
の
ス
ト
マ
に
下
行
・
Ｓ
状

結
腸
人
工
肛
門
の
ス
ト
マ
を
併
せ
も

ち
、
か
つ
、
い
ず
れ
か
の
ス
ト
マ
の

海
し
い
変
形
又
は
ス
ト
マ
周
辺
の
河

し
い
皮
肖
の
び
ら
ん
が
あ
る
も
の
。

ｃ
、
回
暢
人
工
肛
門
又
は
ｈ
行
・
横

行
結
腸
人
上
肛
門
の
ス
ト
マ
を
も

ら
、
か
つ
、
高
度
の
排
尿
賤
能
障
害

が
あ
る
も
の
。
ｄ
、
下
行
・
Ｓ
状
結

腸
、
人
丁
肛
門
の
ス
ト
マ
を
も
ち
、

か
つ
高
度
の
排
尿
機
能
障
害
及
び
ス

ト
マ
の
著
し
い
左
形
又
は
ス
ト
マ
周

辺
の
若
し
い
皮
㈹
の
び
ら
ん
が
あ
る

も
の
。

　

四
級
に
該
当
す
る
障
実
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い

う
。

　

ａ
、
眼
路
変
同
の
ス
ト
マ
を
も
つ

も
の
。
ｂ
、
回
暢
人
工
肛
門
又
は
卜

行
・
横
行
結
暢
人
工
肛
門
の
ス
ト
マ

を
も
つ
も
の
。
ｃ
、
下
行
・
Ｓ
状
結

･mill
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す
。
指
数
と
は
各
人
の
継
初
の
一
秒
ぱ
一
級
に
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
で

問
に
吹
く
柿
胎
・
Ｉ
を
分
子
に
身
艮
、
す
。

年
齢
、
力
々
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る

　

も
う
図
一
は
、
十
二
歳
以
上
の
晋

予
測
胚
活
研
を
分
母
に
し
、
こ
れ
に
は
阿
機
能
検
斉
数
値
の
う
ち
ク
レ
ｙ

．
白
を
か
け
た
も
の
で
す
。

　
　

千
「
ぶ

　

新
に
つ
け
加
わ
っ
た
点
と
し
て
、

排
尿
機
能
障
害
が
あ
る
も
の
。
ｅ
、
詣
血
の
笑
忿
ぶ
五
〇
エ
ｏ
ｆ

　

心
臓
機
能
障
害

一
。
分
脊
椎
に
よ
る
排
便
磯
能
障
１
　
及
ｒ
以
下
（
一
級
）
、
六
〇
以
下
（
三

び
排
尿
隋
能
障
占
か
あ
る
も
の
。
級
）
、
七
〇
以
下
（
四
級
）
と
し
。

　

障
害
認
定
の
時
期

　
　
　
　

指
数
か
酸
素
分
」
の
い
ず
れ
か
で
認

　

ア
、
尿
路
変
向
・
回
暢
人
工
肛
門
定
す
る
こ
と
に
な
り
こ
の
占
は
前
進
。

又
は
上
行
・
横
行
枯
腸
人
工
肛
門
の
と
い
え
ま
す
。
動
脈
血
の
酸
素
分
圧

ス
ト
マ
を
も
っ
も
の
＝
ス
ト
マ
辿
設
は
呼
吸
器
機
能
障
１
　
斉
の
健
康
管
理

の
日
（
以
降
）
七
回
級
と
認
定
し
、
ヒ
も
必
要
な
検
査
と
さ
れ
て
ぃ
ま

ス
ト
マ
造
設
後
六
ヵ
月
を
経
過
し
た
す
。
駿
素
分
圧
で
指
数
を
チ
で
ク

ロ
以
４
　
に
一
級
必
は
三
級
に
該
当
す
す
る
こ
と
は
論
外
で
す
。

る
も
の
に
つ
い
て
は
再
認
定
を
行

う
。

　

イ
、
上
・
記
以
外
の
ス
ト
マ
を
も
つ

も
の
＝
ス
ト
マ
亡
蔵
後
六
ヵ
月
を
経

過
し
た
日
以
降
に
・
認
定
す
る
。

　

心
臓
機
能
障
害
の
等
級
基
準
は
、

十
八
歳
以
ト
の
者
と
未
満
の
者
と
を

分
け
て
い
ま
す
が
、
成
人
の
一
級
呻

害
の
症
状
の
ひ
と
つ
に
。
繰
返
し
ア

ダ
ム
ズ
ス
ト
ー
ク
ス
発
作
」
を
加
え

た
ほ
か
、
「
人
工
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
を

装
善
し
た
も
の
又
は
人
工
弁
移
植
、

弁
置
削
を
行
っ
た
も
の
」
を
無
条
件

で
一
級
と
す
る
こ
と
を
萌
・
記
し
た
点

腎
臓
機
能
障
害

　

か
大
き
な
食
史
］
で
す
。

　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
成
人
の
三
級
に
「
順
回
に
頻

　

腎
臓
磯
能
陣
害
の
、
変
少
部
分
は

二
点
て
、
ひ
と
つ
は
一
級
の
心
邸
を

　

ウ
、
二
分
仔
猫
に
よ
る
も
の
＝
節
こ
れ
ま
で
回
収
能
検
査
数
値
と
あ
わ

１
　
が
認
定
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
持
竺
に
、
「
尿
壽
・
柾
性
心
包
突
、
尿
心

と
し
、
そ
の
年
齢
を
題
窓
し
妥
Ｊ
と
飛
性
比
血
傾
同
、
尿
壽
・
．
屈
性
中
肛
呻

七
え
ら
れ
る
Ｉ
級
を
・
認
定
し
、
１
　
万
経
症
状
」
の
い
ず
れ
か
の
所
毘
が
あ

が
あ
れ
ば
適
当
な
時
町
に
診
今
専
に
る
こ
と
を
条
什
と
し
て
い
ま
し
た

よ
っ
て
。
肖
認
・
足
を
石
う
。

陽
人
工
回
の
ス
言
言
ち
、
ふ

　

呼
吸
機
能
障
害

つ
、
皿
尿
機
能
陥
占
又
は
ス
ト
マ
の

唇
し
い
変
形
若
し
く
は
ス
ト
マ
円
円
一

の
晋
し
い
心
㈹
の
び
ら
ん
が
あ
る
も

の
。
ｄ
、
一
。
分
脊
椎
に
よ
る
高
窓
の

が
、
こ
れ
を
「
又
は
血
液
浄
化
を
目

的
と
し
た
治
療
を
必
要
と
す
る
粘
の
．

若
し
く
は
極
め
て
好
一
い
行
求
に
治
療

が
１
　
要
と
な
る
も
の
」
に
改
め
た
こ

　

呼
吸
器
機
能
障
ふ
［
の
、
一
級
は
、
と
で
す
。
こ
れ
は
・
Ｗ
機
能
が
基
早
ま

こ
れ
ま
で
遅
い
指
数
2
0
以
下
、
三
級
で
低
ド
し
、
人
工
透
附
を
実
皆
し
て

は
二
○
０
　
下
、
四
徴
は
四
〇
以
下
で
い
る
か
近
く
実
施
す
る
状
態
で
あ
れ

脈
発
作
を
起
こ
し
救
急
医
瞭
を
繰
返

し
必
要
と
し
て
い
る
も
の
」
を
、
四

四
級
に
「
蛸
回
に
頻
脈
発
作
を
繰
返

し
、
日
常
生
活
若
し
く
は
社
会
生
洒

に
妨
げ
と
な
る
も
の
」
を
そ
れ
ぞ
れ

加
え
て
い
ま
す
。

　

小
児
の
一
級
で
は
「
狭
心
症
発
作
」

を
、
同
三
級
で
「
心
エ
コ
ー
図
、
冠

動
脈
迫
影
で
冠
動
脈
の
狭
穿
又
は
閉

塞
が
あ
る
も
の
」
を
、
四
級
で
Ｉ
冠

動
脈
瘤
又
は
拡
張
が
あ
る
も
の
」
を

そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
加
え
て
い
ま
す
。
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全
国
知
事
会
も
猛
反
発

　

昭
和
六
十
年
度
１
　
ワ
編
成
で
、
国

は
、
地
力
自
冶
休
へ
の
補
助
金
を
軒

並
み
削
る
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
川

は
法
律
で
五
川
以
上
の
・
圃
庫
負
担
を

決
め
て
い
る
袖
助
金
を
楡
玉
に
あ
げ

1 984年IO月１日かんじゃと医療

　

国庫負担削減内容（厚生省）

了

生
保
、
結
核
な
ど
洲
億
円

て
い
ま
す
。
臨
調
基
本
答
申
に
盛
り

こ
ま
れ
た
補
助
介
の
見
直
し
の
腿
休

化
で
す
。
補
助
率
を
決
め
て
い
る
生

活
保
護
法
函
巾
輿
拒
八
割
）
、
結
核

　

２
　

　　

削

　

滅

　

細

　　

３７心７，３００万円

　　

５８に2,900万円

１，２０９付３，０㈲万円

　　

５６付3,300万円

　　

２５２に３，７００丿円

　　　

１億７，５００万円

　

５１７億０，５００万川

　　　

丿ぴ２バ沁Ｏ万円

　　

４２町８八川ｏ万川

　　　　　　　　

２引万円

　　　　　

肌１００万円

　　　

目

療彷

生叫

｣友費

費

医
術
似

核
神
活

紹
柚
生

身休障害名･保,口皿

費

費

費

皿
汲
汲

Ｉ
″
χ
！
．
χ
Ｉ
私

仏
仙
仙

人
人
心
．

･､特味心染拾い

丿漢術生叫

柚子･肖綸付費

　

炳予防‘持

老
叶
児
は

き

　

地）４へ費

柚

疾

医療強設辿営

律
改
正
が
１
　
要
で
す
が
、
個
別
の
法

律
改
正
を
さ
け
、
袖
助
介
一
括
処
理

の
法
楽
を
提
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

補
助
介
の
削
減
は
、
厚
生
省
、
文

部
省
、
労
働
竹
な
ど
九
竹
の
各
補
助

介
。
で
、
九
竹
の
柵
原
が
求
は
削
っ
た

内
容
で
絹
ま
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
省

の
概
算
煥
求
で
は
衣
に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
生
活
保
護
、
身
体
に
古
昔
福

祉
、
結
核
、
精
紳
な
ど
の
や
算
が
削
減

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
厚
生
省

自
ら
が
福
祉
の
士
台
を
不
安
定
に
す

る
作
業
に
鉛
筆
を
な
め
た
こ
と
に
な

り
、
国
の
社
会
保
障
へ
の
責
任
を
か

え
り
み
る
態
度
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

国
の
削
っ
た
福
祉
斤
算
は
地
方
自

治
体
に
到
代
り
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
自
冶
休
で
持
ち
あ
ぐ
ね
た
分
は

心
者
や
呻
Ｉ
者
の
犠
牲
で
切
り
抜
け

る
こ
と
は
目
に
阻
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
傑
護
l
l
'
帯
は
高
齢
汽
詞
人

が
乙
く
、
生
活
似
河
原
帯
の
1
　
9
鳶
の

七
い
市
町
村
の
中
に
は
叫
政
的
に
苫

し
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
現
行
で
も
都
道
府
県
一
割
、
市

町
村
】
割
の
保
護
費
の
負
担
の
上

に
、
国
が
削
っ
た
分
を
都
道
府
県
と

唐
町
村
が
持
ち
き
う
と
し
た
ら
適
用

の
段
階
で
引
き
締
め
を
つ
よ
め
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

人
施
段
陪
で
の
引
き
締
め
は
、
哺

助
金
力
″
ト
の
柚
祉
令
。
般
に
及
ぶ
の

は
も
と
よ
り
、
口
体
障
害
ご
医
療
な

ど
地
方
自
治
休
の
独
自
措
置
に
も
大

き
な
制
約
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
と

み
ら
れ
ま
す
。

　

厚
生
省
予
原
が
二
千
百
億
円
余
と

削
減
の
総
額
で
も
費
目
で
も
一
番
名
・

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
文
部
省
７
　
算

で
も
高
厦
へ
き
地
学
校
児
童
生
徒
の

パ
ン
ミ
ル
ク
給
食
費
六
千
四
百
万
円

ま
で
削
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
・
の
ひ
ど
さ
に
全
国
知
参
会

も
猛
。
反
発
し
て
い
ま
す
。

　

自
冶
省
も
厚
生
竹
な
ど
の
削
賊
案

は
理
由
が
な
い
と
難
色
を
示
し
て
い

ま
し
た
が
、
各
省
楽
に
変
る
白
め
竹

の
削
減
ご
こ
Ｉ
を
つ
く
っ
た
と
の

報
心
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
ろ
六
十
汪
度
予
算
編
成
の
台
風

の
目
と
な
る
の
は
必
至
で
す
。

投
稿
、

通
信
大
歓
迎

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
や
通
信
な

ど
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
各

会
の
行
事
、
活
動
、
療
養
休
験
、
医
療
巾

福
祉
に
関
す
る
ご
意
見
、
医
療
開
閉
や
医

瞭
従
事
者
に
対
す
る
意
見
、
あ
る
い
は
医

療
現
場
か
ら
の
患
者
に
対
す
る
注
文
、
要

求
な
ど
こ
の
ペ
ー
ジ
を
文
字
ど
お
り
の
広

場
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
便
り
は
全
志
迪
事
務
局
ま
で
。

全患連第10回大会に

皆で参加しましょう

　

全思連第10回定期大会が、来る11月11

日（日）に東京・乃木坂の健保会館で開

かれます。

　

健保改悪など社会保障の全面後退がは

じまっているとき、全国の患者団体の大

同団結が強く求められています。次号で

詳報しますが、各団体の参加を期待しま

す。
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全患連加盟組織

＜互療会＞

〒m fm》ぐ新右玲５一一諮･Ｗ

かんじゃと医療1 9S4-年ＩＯ月１日

　　　　　　　　　　　

入宰|ゴル21町

　　　

ＳＯろ':'1a2J3 5 14

＜全国交通労働災害対策協議会＞
〒171

　

豊几区西池袋1 4 - ５

　　　

ＳＯろC9e2> 7 5 6 1
＜全国腎臓病患者連絡協議会＞
〒161町宿区下落合ｙ巧－29

　　　　　　　　　　　　　

田沼ビル

　　　

llOろ（95D 5ろ４０

＜全国心臓病の子供を守る会＞
〒川

　

卜代田区神田北乗物田丿丿

　　　　　　　　　　　　　

北嘸ビル

　　　

雲ＯろC2b6) 8 4 2 4
＜全国ハンセン病患者協議会＞
〒189

　

刺村山市青葉町４一一一ﾚｰ10

　　　

容０４２ろ(941 15 7 1
＜全国職業性有害物障害患者協議会＞
〒105港区西新橋2 ･21　5

　　　

宕Ｏろー（45D2062
＜日本患者同盟＞
〒2印竹瀬市松山２‥一一乃－12

　　　

S0424- C91) 0058

＜慢性一酸化炭素中毒患者会＞
〒巧1渋谷区千駄ヶ谷１－ろト‥５

　　　　　　　　　　　

代々木㈹院内

生
じ
に
な
い
経
験
だ
▼
家
庭
に
も
し

わ
喬
せ
が
く
る
こ
と
問
違
い
な
い
▼

私
達
は
郷
毎
に
暖
か
い
医
療
が
々
け

ら
れ
る
こ
と
を
即
応
応
▼
け
じ
め

て
如
Ｉ
に
参
加
し
神
経
が
刺
激
さ

れ
、
応
じ
さ
と
心
９
　
よ
さ
を
味
わ
っ

た
▼
口
頃
の
小
勉
強
を
反
竹
し
た
。

皿
図
本
人
に
と
っ
て
は
今

と

と

　

き

ころ

が
レ
川
．
‐
か
ら
イ
な
　
　

Ｉ
ト
▼
岡
Ｉ
の
窓
［
で

は
じ
め
て
川
ら
さ
れ
る
．

自
己
政
則
額
▼
特
に
健
’

日本の医療

▼
い
よ
い
よ
改
芒
ぽ
保

《ンクに を録登

８

全
腎
協

　

介
野
協
は
九
月
十
六
日
、
市
民
に

胃
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
呼
ご
か
け
る

引
頭
半
ブ
て
ヘ
ー
ン
を
、
介
国
谷
ロ

．
り
ト
カ
所
以
Ｌ
の
谷
呼
部
市
で
い
っ

せ
い
に
】
付
い
ま
し
な
（
写
真
）

　

こ
の
牛
グ
バ
ベ
ー
し
は
、
Ｉ
Ｉ
町

が
毎
年
．
‐
収
り
糾
ん
て
い
る
も
の

で
、
今
Ｉ
が
四
門
口
．
野
バ
ヽ
う
へ

の
邸
録
を
市
Ｉ
に
訴
え
る
と
と
も

に
、
こ
の
開
会
に
国
民
の
間
に
」
強

い
と
い
わ
れ
る
臓
器
愚
直
回
し
几
～

～
～
・
払
拭
す
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
．

　

ヘ
ー
腎
協
の
調
酉
で
に
、
人
．
Ｌ
透
析

ｍ
Ｉ
の
叫
し
％
が
腎
臓
侈
副
手
雨
を

扇
｝
し
て
い
ま
す
が
、
町
移
佃
例
は

仏
門
叩
‐
什
足
ら
す
ご
ご
の
艮
大
の

．
り
囚
は
腎
雌
の
提
供
肴
が
極
喘
に
少

な
い
二
と
て
、
・
野
バ
ン
ク
へ
の
今
録

‐
的
に
凧
鴻
さ
れ
、
全
野
協
～
務
い

に
は
五
百
什
を
越
え
る
竃
録
巾
心
み

の
電
話
が
殺
倒
し
、
そ
の
む
時
に
大

わ
ら
わ
で
し
勺

一 一 一 一

肢
さ
ん
の
「
直
の
哉
つ
だ
呼
ひ
か
け

の
チ
ラ
シ
．
八
十
万
枚
を
澗
リ
八
々

に
配
巾
し
て
訴
え
ま
ト
し
呉

　

こ
の
行
刑
は
新
聞
、
応
レ
長
入
」

肴
も
七
万
人
足
ら
ず
で
す
、
全
腎
心

で
は
ご
こ
の
登
露
酉
を
と
り
・
あ
え
ず

卜
万
人
に
、
Ｉ
い
う
ち
に
．
白
万
人
台

に
し
た
い
と
願
っ
て
万
物
を
す
す
め

て
い
ま
す
．

　

こ
の
‐
は
帽
憎
こ
介
田
的
に
雨
や

‥
～
り
が
れ
の
｛
｛
で
し
た
が
、
介
国

で
八
下
人
０
　
ト
の
会
い
ノ
ベ
皿
ノ
医

療
関
係
『
．
・
マ
イ
ー
ン
ズ
ク
う
づ
関

係
茜
ら
が
参
加
、
休
日
の
歩
阿
乙
万

国
や
駅
頭
な
ど
で
．
女
優
の
樫
山
文

、福祉と患者運動を考える

:11月24日(土)1嗚。625日(日)1拗ま･『

：愛知県労働者研修センター

　　

瀬戸市川平町78定光寺自然休養林内

国鉄中央線｢定光寺｣下車〔名古屋から普通40分〕

おし介せる医療、柚祉後退の波を押し|しめ、

　

一一一‥一一
強囚な新しい

一 一 一 一－ I = ･ ･ － 一 一 一 一 一 一 一

一 一

S03 (952) 5340

／

・参加費・8,000円（１泊４食付）

　　　　　

前日宿泊の方4,500円増

　

申込み・11月10日まで現金書留で

　　　　　

事務局にお申込みください，

・下記事務局まで

■･■■

　

■■･･■㎜･㎜･■

心占迦動の人波を巻き起すために

たかな医療と福祉をめざす全国患者・家族団体連絡会

　　　　　　　　　　　

以京・新卵ぐﾄﾞ落介３一にー]9価剛心内
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全国患者団体連絡協議会
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〒161

　

川沼ビル企一印乱内
屯話03(952)5310

　　

郵便振替東京Z－ろ6756
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第

　

106

　

号

(判岨)

医
療
事
故
の
根
絶
を

『
患
者

利
宣
言
」
で

　

本
誌
第
一
〇
四
～
に
も
掲
蔵
し
た

　

心
者
の
権
利
宣
．
目
」
案
に
関
巡
し

て
、
こ
の
宣
．
一
．
傑
を
起
ぴ
し
た
医
療

川
顕
・
・
介
護
団
と
全
恚
冲
雁
Ｏ
と
の
剔

験
会
が
九
月
四
ロ
、
東
引
・
比
の
門

の
同
弁
護
団
事
務
所
で
聞
か
れ
ま
し

詣
医
療
弁
護
団
と
懇
談

　

胆
談
会
で
は
、
同
弁
護
団
側
か
ら

Ｉ
．
‥
案
を
ま
と
め
る
に
い
た
っ
た
経

莉
や
・
勤
賤
な
ど
が
説
叫
さ
れ
ま
し

群
仰
駿
団
に
よ
る
と
、
同
弁
誕
叫

が
こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
約
四
．
’
ロ
伴

F患者の権利」を守るために全患連と弁護団は医療機関側、

患者側の「主体性」などについて意見を交換しました｡

の
医
療
被
害
事
故
を
分
析
し
た
柚

果
、
医
療
事
故
の
背
凧
に
「
医
療
機

関
側
か
患
吝
を
尨
体
と
し
て
衿
え
て

い
な
い
」
「
心
片
側
も
心
か
ら
の
ト

休
性
を
欠
い
て
い
る
」
こ
と
が
大
き

な
要
因
と
し
て
あ
け
ら
れ
る
こ
と
．

　

「
・
例
院
か
ら
冶
療
方
針
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
う
け
て
い
る
か
」
説
明

を
求
め
て
い
る
か
、
遠
心
し
て
い
な

い
か
」
と
の
ア
ン
ヶ
Ｉ
ト
の
結
児
も

そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が

裕
一
［
案
を
ま
と
め
た
き
っ
か
け
に
な

っ
て
い
る
と
説
明
し
ま
し
仁
ま
た

日
本
の
出
原
が
Ｉ
ヅ
心
．
ド
療
・
・
の
‐

格
が
吟
ヽ
、
・
権
利
ぽ
療
」
の
確
ッ
．

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
動
成
の

２
　
と
ジ
説
明
し
ま
し
勺

　

二
れ
に
対
し
て
ヤ
ｍ
帰
一
の
代
衣
ん

｡
~
■
■
^
'
^
、

陸
原
～
㈲
の
臣
円
を
謁

冷
か
主
休
的
二
回
勤
し
な
い
こ
こ

に
求
め
る
の
は
納
得
で
き
な
い
≒
医

峰
被
害
弓
の
権
利
宵
．
｛
イ
お
ふ
ろ

が
に
な
ど
の
八
‐
宍
が
椙
次
い
で
Ｉ
さ

れ
ま
し
た
弁
浅
川
側
は
こ
れ
ら
の

吋
頁
に
答
え
る
と
と
も
に
、
一
一
号
［

案
づ
く
り
・
に
廿
ひ
患
乙
全
も
1
4
力
し

て
は
し
い
］
と
迩
べ
ま
し
碇

i l ’
｢F･

11･･』』･|II11･

・
’
一
一
一
’
‘
’
・
”
・
―
．
．
．
．
・
・
ぞ

・
・
・
．
．
．
・
’
・
一
一
・

】
７
’
・
‘
・
・

一
一
・
’
・
‘
・

－

－

　
　

任
意
継
続
被
保
険
者

　

健
康
図
満
～
旭
川
片
保
険
に
は
、
圧
び
継
読
破
保
険
所
Ｉ
付

の
用
度
が
あ
り
ま
す
．
任
世
程
る
七
罰
一
廠
庖
も
似
雌
が
肺
ぺ
木

へ
家
㈹
と
も
こ
れ
ま
で
皿
り
　
　
０
．
Ｎ
療
給
付
か
ぐ
け
ら
れ
、
貼
司
戸

当
ぺ
～
も
々
暗
で
さ
ま
～
則
へ
屈
ぼ
け
付
加
給
付
勺
回
｛
れ
よ
す
．

圧
継
は
、
混
飛
の
而
‐
右
で
に
．
．
り
り
兄
訴
ゴ
．
～
以
ト
似
険

卵
・
Λ
の
人
が
旧
一
織
の
伺
口
か
白
一
ト
ロ
０
　
内
に
犬
で
子
乙
と
破
似

険
‐
言
れ
ま
大
仰
継
は
二
圧
が
限
度
で
保
阪
料
Ｉ
六
癩
自
己
賄

川
‐
元
ト
八
幌
０
　
降
の
心
守
‥
ベ
ベ
ト
悩
ま
で
征
回
で
き
る

…
比
う
に
う
ま
し
た
言
亡
、
心
皿
‐
ぺ
原
の
Ｉ
回
．
り
る
と
．
．

1'･d｣･｢FI･I｡，

Ｉ
以
上
は
延
」
ご
き
ま
せ
ん

一
一
’
・
’
‘
’
・

ひ

と
く

．
．
．
．
・
仝
”
・
”
“
・
’
．
．
．
．
．

ち
辞

典

一
一

”
・
‘
、
．
・
’
．
・
’
一
一
・
・
・
・
・
・
・
’
・
’
．
．
．
“
一
一
７
・
１
・

－
－

11・irI･|IIIII“丿卜･･,･･"..II'
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ぼ
０
　
睦
ト

患
轟
運
動
」

九
、
墜
落
し
た
空
軍
伍
長

　

墜
落
の
よ
う
な
衝
撃

　

他
の
多
く
の
人
と
お
な
じ
よ
う

に
、
ス
ペ
ン
ー
ヴ
ゴ
ヱ
グ
レ
ン
も

肺
浸
潤
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
療
養
生
活
を
は
し
め
た
一
人

で
あ
る
。

　

空
車
伍
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の

と
き
、
ス
ベ
ン
を
診
断
し
た
Ｉ
ポ
医

は
セ
牛
止
め
と
他
の
く
す
り
を
調

ふ
‥
し
た
だ
け
で
精
密
検
た
を
し
な

か
っ
た
。
も
し
や
っ
て
い
れ
ば
、

も
っ
と
い
く
柚
必
を
允
見
す
る
こ

と
が
で
き
た
に
ち
か
い
な
い
。

　

結
核
を
宣
皆
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
片
い
一
人
の
人
間
に
と
っ

て
、
下
故
墜
落
と
同
じ
大
き
な
身

体
的
、
精
神
的
衝
撃
今
つ
け
る
に

等
し
か
っ
た
。

　

や
が
て
ス
ペ
ン
は
、
オ
ス
テ
ル

ソ
リ
デ
ン
で
療
養
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
ソ
リ
デ
ン
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

は
約
二
〇
〇
名
の
青
少
年
が
雄
養

し
て
い
た
。
人
び
と
は
勇
気
を
失

な
い
、
多
か
れ
少
な
か
れ
絶
望
的

に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
う

ち
、
仲
間
同
士
の
友
情
が
育
ち
、

精
神
面
で
の
助
け
合
い
が
は
し
ま

っ
た
。

　

よ
く
効
い
た
ス
ト
マ
イ
、
パ
ス

　

心
恐
同
匿
の
埴
礎
は
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
で
あ
っ
た
。
晒
動
的
な
心
冶

穴
は
、
栢
佃
的
な
。
が
求
を
収
り
Ｌ

げ
て
唐
当
局
に
も
ち
こ
ん
だ
。
１
　
　

片
の
乙
‐
こ
は
医
療
保
険
に
入
っ
て

お
ら
ず
、
客
族
の
政
則
は
極
め
て

弔
く
、
大
か
た
は
誕
。
悪
の
貫
し
い

生
活
を
し
て
い
尽
こ
の
｛
に
お

い
て
は
、
ス
ベ
ン
は
幸
せ
の
ほ
う

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
軍
の
職
［
ロ

と
し
て
保
険
と
手
当
が
傑
障
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ス
ベ
ン
の
原
養
生
活
け
、
は
じ

め
か
ら
数
え
る
と
六
年
を
経
過
し

て
い
た
。
し
か
し
当
時
は
良
い
く

す
り
も
な
く
、
食
事
と
休
息
の
み

が
治
療
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
新

薬
の
パ
ス
が
出
現
し
た
。
効
果
は

て
き
面
で
多
く
の
人
と
同
し
よ
う

に
ス
ベ
ン
に
も
よ
く
効
い
惣
と

く
に
そ
の
後
に
で
き
た
新
薬
ス
ト

レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
効
果
は
箭

し
く
。
ス
ベ
ン
の
回
復
も
め
ざ
ま

し
か
っ
勺
や
が
て
ス
ベ
ン
は
労

働
可
能
な
健
康
状
態
を
取
り
戻

さ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
七
年
間
働

い
て
い
る
う
ち
に
ア
ベ
ン
は
再
発

し
、
病
院
に
か
つ
き
こ
ま
れ
る
破

目
に
な
っ
尽
し
ば
ら
く
静
養
し

て
彼
は
故
郷
の
オ
ス
ト
ル
サ
ン
ド

に
帰
っ
た
。

　

絶
望
か
ら
立
ち
上
る

　

Ｉ
の
よ
う
に
し
て
苫
難
に
耐

え
て
い
く
の
で
す
か
と
い
う
問

－

ゝ

ｒ
Ｑ
’
‘

「
絶
望
し
な
い
こ
と
で
あ

る
。
つ
ね
に
プ
ラ
ス
の
方
向
で
人

生
を
考
え
る
こ
と
で
す
」
と
ス
ベ

Ｒ
Ｈ
Ｌ
（
心
臓
と
結
核
の

患
者
同
盟
）
四
〇
年
史

し
、
退
院
し
ぺ

　

失
業
、
モ
ム

　

ス
ペ
ン
は
、
ス
ド
。
ク
ホ
ル
ム

の
瞰
尨
訓
練
所
で
技
術
を
習
俘

し
。
あ
こ
が
れ
の
モ
入

シ
ニ
ア
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の

瞰
は
な
く
、
止
む
を
弓
ず
ア
プ
サ

う
の
自
動
車
工
場
の
セ
ー
ル
ス
マ

ン
に
な
っ
ち

　

だ
が
ア
プ
サ
う
は
、
海
の
上
に

作
ら
れ
た
街
で
あ
り
、
天
候
が
悪

く
気
管
に
欠
陥
の
あ
る
人
に
は
適

訳蔭

く
る
べ
の
り
こ

お
さ
ひ
ろ
し

ン
は
答
え
た
。

　

出
所
圃
盟
は
「
口
の
抑
」
に
抗

し
て
心
所
の
生
町
を
守
り
励
ま
す

た
め
価
値
あ
る
活
動
を
す
す
め
、

心
‐
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い

た
。
ス
ベ
ン
ー
ヴ
″
デ
ゲ
レ
ン
は
、

一
九
回
四
Ｉ
、
ほ
か
の
人
び
と
と

共
に
オ
ス
ト
ル
サ
ン
ド
の
支
部
を

柚
成
し
、
一
九
七
三
年
以
降
は
そ

の
役
員
と
し
て
活
願
し
か
。

　

結
核
対
策
の
後
退
に
抗
し
て

　

い
ま
ス
ベ
ン
は
、
オ
ス
ト
ル
サ

ン
ド
の
県
新
聞
の
広
告
セ
ー
ル
ス

マ
ン
で
あ
り
同
時
に
患
１
　
運
動
の

役
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

　

彼
は
現
在
お
こ
っ
て
い
る
結
咳

病
棟
の
廃
臣
や
、
対
策
の
後
退
に

き
び
し
く
反
対
し
た
。

　

結
核
対
策
が
お
る
ぞ
か
に
な

り
、
専
門
病
院
や
専
門
医
が
減
ら

さ
れ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
が
廃
止

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
１
　
ず
あ

と
で
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
、
と
ス
ベ
ン
は
強
く
指
摘
し
芯

　

例
え
ば
、
「
昔
女
性
の
ほ
う
が

高
い
比
率
で
紬
核
に
侵
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
男
性
は
軍
隊
で
義
務
的

に
ワ
ク
チ
ン
を
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
女
性
に
は
こ
れ
が

な
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
。

　

患
者
同
閣
の
大
き
な
任
務
の
一

つ
は
、
結
核
対
策
の
再
強
化
を
が

求
し
て
い
く
こ
と
で
あ
苓
す
で

に
い
ま
ま
で
同
盟
は
、
く
す
り
及

び
お
療
四
の
無
料
化
を
勝
ち
と
っ

て
き
た
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
政
策

を
拙
迩
さ
せ
、
人
き
な
社
会
的
成

火
を
実
現
し
て
き
た
。
こ
れ
を
後

退
さ
せ
な
い
で
、
そ
の
成
刄
の
上

に
立
っ
て
、
さ
ら
に
社
会
的
、
医
学

的
仕
今
を
む
し
ろ
強
化
さ
せ
る
べ

き
段
殆
に
き
て
い
る
の
で
あ
る

　

患
者
・
障
害
者
の
権
利

　

そ
れ
に
ま
だ
ま
だ
障
害
者
に
た

い
す
る
施
策
が
立
ち
お
く
れ
て
い

る
。
い
ま
の
社
会
は
、
す
べ
て
の

人
た
ち
の
社
会
で
は
な
く
。
「
申

し
分
の
な
い
人
間
」
の
た
め
の
過

度
の
商
品
社
会
で
、
経
済
的
な
保

障
は
確
か
に
増
え
た
が
、
目
的
の

　

｝
べ
て
の
人
間
に
仕
事
を
”
は

実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

　

す
べ
て
の
国
民
は
白
分
の
人
生

の
目
的
を
満
た
す
権
利
が
あ
る
。

　

従
っ
て
当
然
障
害
酋
も
、
十
分

な
労
働
活
動
を
保
障
さ
れ
、
ま
た

自
分
の
能
力
に
応
じ
て
福
祉
を
得

る
権
利
か
あ
る
の
で
あ
る
。
国
と

市
は
、
こ
の
視
点
に
立
っ
て
努
力

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
の
に
、
残

念
な
が
ら
そ
の
方
向
に
す
す
ん
で

い
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
同
版
は
、
今
日
、

い
か
な
る
時
代
よ
り
も
そ
の
作
在

価
値
は
、
大
き
い
の
で
あ
る
。

　
　

（
以
下
次
号
に
つ
つ
く
）
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患者、家族にひと足早い木枯し

　

立
法
作
業
の
ぬ
事
乙
で
あ
っ
た
も
村
保
険
局
長
（
圃
厚
生
事
務
次
官
∵
‐
身
が
い
う
よ
う
に
、
「
一
国
こ
で

涌
る
と
心
っ
て
い
な
か
っ
芦
健
康
傑
除
Ｉ
が
、
結
火
と
し
て
一
国
余
で
或
ゲ
ー
し
、
卜
月
．
‐
か
ら
Ｉ
胴
に
侈

さ
れ
ま
し
仁
病
気
と
闘
い
な
が
ら
働
く
健
康
保
険
本
人
を
け
じ
め
ｍ
官
に
と
っ
て
は
、
統
帖
の
秋
空
と
は
固

り
、
ひ
と
足
早
い
木
枯
が
舞
う
季
節
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
．
健
保
っ
改
止
」
内
容
の
概
要
は
前
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
の
で
、
今
リ
で
は
高
額
療
養
行
、
退
職
者
．
医
療
に
っ
い
て
解
説
し
ま
す
．

詔
保
険
証
記
載
者
だ
け

　

鳥
額
療
心
Ｉ
り
貳
用
度
は
．
聞
康

保
険
汪
で
め
原
を
受
け
る
際
の
１
　
者

の
自
己
負
也
額
が
、
月
に
五
万
一
千

円
を
こ
え
て
い
る
励
今
に
適
用
さ
れ

ま
す
ご
」
の
助
へ
‥
の
月
と
い
う
の
は

曹
こ
」
よ
み
）
の
月
の
こ
と
で
す
の

て
、
ト
月
な
ら
ト
川
．
－
‐
か
ら
．
．
・
～

一
日
ま
で
の
間
に
を
払
っ
た
患
者
負

担
額
が
圧
万
・
罫
円
を
こ
え
て
い
る

か
と
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
．

　

屁
っ
て
ト
川
一
．
１
　
日
上
～
　
　
日

ま
で
の
開
悶
の
｛
療
で
三
万
円
を
自

゛そ～゛ﾘ゛匹?葱．

10月１日からの健保「改正」にあたり、全患連代表は厚生

省で保険局、保健医療局、社会局に健保「改正」内容と公

費医療との関係などについて説明を受けた（９月円･い

ご
仙
但
し
、
十
一
月
一
口
～
ト
九
日

ま
で
の
明
間
の
冷
瞭
で
三
万
五
和
円

を
自
己
倆
担
し
た
と
い
う
励
合
は
口

数
に
し
て
．
．
Ｔ
一
日
問
で
六
万
八
斤

円
で
す
が
、
ト
月
、
ト
ー
月
と
い
っ

た
暦
月
で
は
五
万
　
　
千
円
を
こ
え
て

い
な
い
の
「
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
．

　

さ
ら
に
高
額
原
養
費
の
洒
川
で
は

治
療
を
受
回
だ
病
院
が
同
一
の
病
院

で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
＋

川
と
い
う
同
じ
月
内
で
あ
っ
て
も
、

Ａ
柄
院
で
三
万
円
、
Ｂ
柄
沢
で
．
二
万

円
の
県
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
、
Ａ

病
院
で
六
万
円
、
Ｂ
別
院
で
三
万
円

の
励
八
‥
は
Ａ
川
院
の
分
か
対
曽
に
な

り
ま
す
．
同
昧
に
総
今
病
院
で
ゴ
、

各
科
ご
と
に
五
万
一
千
円
を
こ
え
て

い
る
か
ど
う
か
で
、
池
川
を
決
め
ま

す
総
<
!
:
Ｉ
院
で
な
く
で
も
、
医
科

　

（
内
科
外
科
等
）
と
歯
科
は
、
別

々
に
計
算
さ
れ
ま
す
．
な
お
、
高
額

喰
心
行
は
、
市
町
付
国
税
の
非
　
１
脱

Ｉ
帯
（
仮
所
弓
酉
）
は
月
額
五
万
．

千
円
で
は
な
く
、
．
一
万
一
千
円
を
こ

え
た
腸
合
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す

　

高
額
療
養
瞥
は
．
鯉
康
保
険
、
の

本
人
、
家
欣
、
国
民
健
束
保
険
、
共

済
組
合
保
険
も
同
一
で
す
．

　

今
川
覇
た
に
μ
帯
鳶
卵
と
汪
間
今

宍
の
方
式
が
鳥
額
療
養
牡
の
以
い
に

加
わ
り
ま
し
勺
は
帯
合
卵
は
．

　

一
枚
の
保
険
・
証
で
、
月
に
三
万
円
を

こ
え
る
自
己
心
則
が
あ
る
励
鳶
は
、

木
人
で
も
家
既
で
も
合
卵
し
八
万
一

千
円
を
こ
え
る
分
を
高
額
療
養
四
と

し
て
払
い
．
民
す
方
式
で
す
、
同
じ
温

帯
で
も
人
が
八
略
保
険
、
と
が
健
康

保
険
と
い
っ
た
よ
う
に
保
険
証
が
別

々
の
場
合
は
合
〔
で
き
ま
せ
ん
．
か

り
に
本
人
が
同
じ
月
に
内
科
で
三
万

二
千
円
、
外
科
で
囚
万
円
の
自
ｄ
ｏ

川
を
し
た
時
は
、
合
卵
し
七
万
．
一
宇

円
で
す
か
ら
。
一
万
一
千
円
か
払
い
一
尺

し
の
対
栄
二
な
０
ま
で
。

　

江
川
<
!
"
　
1
り
は
、
同
。
’
げ
世
三
丿

間
に
高
額
原
正
行
の
該
当
回
数
が
四

凹
以
上
に
な
っ
た
と
き
は
、
四
回
口

か
ら
三
ヵ
円
を
こ
え
た
額
が
高
額
療

養
Ｉ
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
四
ヵ

月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
高
額
療
首

将
の
支
給
を
受
け
る
焉
へ
四
ヵ
月

‐
は
、
こ
の
制
雌
の
対
良
三
。
一
万
円

に
な
り
ま
す
年
間
と
い
う
の
は
十

二
ヵ
月
間
の
こ
と
で
年
度
や
暦
月
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
に
帯
合
算
、
年
間

臼
卵
と
も
に
低
所
得
片
の
扱
い
が
あ

り
ま
す
。

退
職
者
制
度
ス
タ
ー
ト

　

退
取
肴
医
瞭
制
度
は
、
国
民
健
康

保
隔
制
度
の
一
司
と
し
で
～
月
一
日

か
ら
発
足
し
ま
し
特

　

対
象
と
な
る
人
は
、
老
齢
年
金
の

受
胎
資
格
の
あ
る
人
が
、
老
齢
年
金

の
厚
『
祐
開
始
汪
齢
に
恣
し
て
い
て
．

銅
版
し
た
心
に
封
曽
に
な
り
ま
す
．

．
り
生
Ｉ
金
の
％
子
で
二
年
加
入
の
人

で
す
と
鈎
六
十
歳
に
な
っ
て
い
て
退

瞰
し
て
い
れ
ば
、
陶
六
卜
歳
に
な
っ

た
叫
か
ら
・
対
匈
に
な
り
ま
す
、

　

若
齢
老
齢
年
池
の
受
給
乙
も
対
匁

に
な
り
ま
す
の
ミ
こ
の
結
合
は
、

六
十
歳
と
い
う
決
っ
た
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
］
作
付
は
本
人
が
八
川

給
付
、
家
岐
は
入
院
八
割
、
外
来
七

ぷ
給
付
で
す
。
保
険
料
は
、
国
民
健

康
似
険
の
保
険
料
と
‐
瀬
で
す
か
ら

市
町
村
に
よ
っ
て
、
ま
た
所
得
等
に

応
じ
て
保
険
料
は
毎
年
度
よ
め
ら
れ

ま
す
、
退
職
名
Ｎ
原
は
、
退
願
６
　
被

似
険
占
証
で
」
療
を
受
け
ま
す
が
、

と
齢
Ｉ
金
の
支
給
年
齢
に
な
っ
て
も

汪
金
証
ぶ
の
陪
認
等
で
発
行
が
遅
れ

た
励
蒔
、
一
般
円
保
の
扱
い
で
三
割

自
し
政
則
し
、
価
に
特
例
瞭
養
門
上

』
上
例
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
Ｉ
任
心
継
続
破
保
険

行
に
も
な
れ
る
人
は
、
ど
ち
ら
か
を

選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
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心
咳
の
励
合
、
健
康
保
険
の
家
族
、

国
民
健
康
保
険
の
患
酉
は
、
こ
れ
ま

で
画
り
の
１
　
名
代
用
で
す
。

　

外
来
（
療
を
例
に
と
り
ま
す
と
健

康
保
嘔
の
家
庚
は
、
砧
核
の
治
直
に

っ
い
て
は
、
～
細
を
公
回
、
～
額
を

保
険
で
Ｇ
用
し
ま
す
の
で
患
匹
‥
０
田

は
あ
り
ま
せ
ん
。
‐
に
健
康
傑
険
に

つ
い
て
は
、
が
り
に
川
に
三
万
円
か

か
っ
た
と
し
ま
す
と
や
額
の
。
万
、
五

千
円
を
公
費
で
負
担
し
八
り
一
万
五

千
円
の
二
割
四
千
五
百
円
か
１
　
者
負

但
で
す
。
た
だ
し
、
東
京
、
大
阪
～

円
保
条
例
で
残
り
四
下
五
訂
円
を
Ｏ

用
し
て
い
る
自
冷
体
の
川
傑
は
徒
末

ど
う
り
て
す
。

　

変
わ
る
の
は
健
康
似
険
本
人
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
初
診
時
　
１
部
Ｏ

担
八
万
円
で
外
火
の
勣
｛
‥
す
ん
で
い

ま
し
た
が
、
卜
川
一
‐
か
ら
は
。
闘

田
偏
嘔
水
入
は
、
結
核
前
庭
で
三
万

円
か
か
っ
た
と
し
ま
す
と
牛
額
の
一

万
五
千
円
は
公
費
で
負
担
し
、
残
り

の
一
万
五
千
円
の
一
割
、
千
五
・
白
円

か
患
者
負
担
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
合
併
症
の
治
瞭
、
薬
の
副
作
用

検
斉
は
公
費
負
辿
が
な
い
の
で
、
Ｎ

簾
行
の
一
割
は
心
片
政
則
で
す
。

　

結
核
の
外
来
に
つ
い
て
は
、
月
一

回
の
通
院
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
察
菌

一
郎
伎
佃
が
ど
の
程
度
か
か
る
か
の

一
応
の
目
一
万
に
で
き
ま
す
。

　

以
し
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
健
小
保
険
の
本
人
が
・
］
友
仄
よ
り

０
担
が
琴
い
と
い
う
・
新
だ
な
Ｉ
内
が

生
じ
で
医
療
賎
関
の
ご
求
影
務
も
繁

維
に
な
っ
て
い
ま
す
、

半
額
は
公
費
で

負
担
、
複
雑
に

な
る
健
保
本
人

　

人
院
の
温
合
も
変
っ
た
の
は
、
健

虞
保
嘔
木
人
だ
け
で
す
。
柘
植
の
公

皆
医
嬢
は
、
適
正
仄
療
と
い
わ
れ
る

．
ｒ
防
渋
＝
。
四
条
に
も
と
ず
く
半
㈲
公

費
０
拘
の
制
度
と
同
江
三
五
条
に
も

と
ず
く
命
令
入
所
制
度
と
い
わ
れ
る

全
額
公
費
負
担
の
制
厦
が
あ
り
ま

す
。
外
来
で
は
三
四
条
の
公
費
負
如

し
か
対
象
に
な
り
・
ま
せ
ん
の
で
、
先

に
述
べ
た
通
り
の
負
担
に
な
り
ま

す
。
入
院
の
句
合
は
、
排
菌
が
あ
っ

た
り
、
排
菌
の
疑
い
の
あ
る
空
洞
の

あ
る
祠
状
の
人
は
、
命
令
入
所
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
命
令
入
所
に
該
‐

し
た
人
は
、
継
康
保
険
家
幌
は
心
所

の
Ｉ
身
財
帖
の
所
得
税
の
巧
卵
額
が

頁
五
１
万
円
以
ト
の
人
は
介
。
額
公
竹

負
担
で
す
。
国
民
健
宋
傑
険
の
１
　
酋

は
出
身
世
帯
の
所
俘
税
額
の
合
ワ

が
、
六
千
六
百
円
米
収
の
人
は
令
額

公
四
哨
・
拐
で
す
。
六
Γ
六
。
ふ
り
円
り

上
、
百
五
ト
万
円
ま
で
の
人
は
、
税

㈲
に
応
じ
た
自
し
０
・
担
額
の
＝
。
川

が
、
混
紡
の
１
　
り
ロ
担
に
な
り
ま
す
。

。
自
八
Ｆ
万
円
の
人
で
川
ヒ
万
円
が
自

己
０
　
択
で
す
の
で
、
そ
の
三
川
、
九

千
円
か
爪
終
的
な
心
胃
西
択
で
す
。

　

変
わ
っ
た
の
は
健
康
似
険
本
人
で

す
ご
」
れ
ま
で
は
初
診
時
一
部
負
指

一
八
白
円
、
入
院
時
一
部
負
批
一
万
万

千
円
で
し
た
が
、
卜
川
一
日
以
降
は

命
介
人
所
の
対
匁
乙
な
る
人
は
、
‐

似
に
準
じ
た
扱
い
に
な
り
ま
す
。
最

終
的
な
心
ご
０
択
は
自
己
几
担
額
の

一
割
で
す
で
所
吋
税
糾
ヒ
万
円
の
人

で
川
ヒ
Ｆ
円
で
す
。
所
り
税
破
臼
五

じ
万
一
円
以
上
の
人
、
お
上
ひ
詞
状

的
に
命
令
入
所
に
該
当
し
な
い
人
は

入
院
で
月
五
万
一
千
円
に
な
り
ま

す
。
社
会
防
術
上
か
ら
も
仙
、
担
は
せ

口
に
す
べ
き
で
す
。

心
願
病
愚
謝
の
場
合

　

心
臓
拐
患
者
の
場
合
の
医
療
特
に

つ
い
て
は
、
健
康
保
険
、
共
済
岨
合

な
ど
破
川
と
保
険
本
人
は
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
川
、
被
用
乙
傑
険
の
家

匹
や
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
三

割
（
破
川
片
保
険
家
族
の
人
院
時
、

旧
一
段
‐
ぺ
療
の
本
人
、
誠
一
織
片
図
直

宮が
自
己
碩
拍
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
心
臓
病
で
手
術
を
す
る

現
今
、
瞰
宗
に
は
Ｉ
手
術
な
ど
適
切

な
治
療
を
ザ
つ
こ
と
に
よ
っ
て
曜
尖

な
効
友
が
期
待
で
き
る
と
き
」
は
、

十
八
俵
未
満
の
心
臓
病
児
で
は
児
吊

福
祉
法
に
も
と
づ
く
「
育
成
医
黙

と
い
う
削
・
」
で
、
十
八
歳
以
上
の
心

臓
絹
附
で
は
口
休
障
七
‥
附
柚
祉
法
に

も
と
づ
く
「
更
生
」
療
｀
と
い
う
剖

厦
で
公
回
に
担
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
育
成
医
療
や
。
更
生

医
療
に
は
「
費
用
徴
収
基
准
」
と
い

っ
て
、
そ
の
思
者
（
児
）
の
祠
す
る

世
帯
の
前
除
度
の
所
得
税
額
に
応
じ

て
一
部
負
担
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
健

私
の
医
療
費

保
家
㈹
や
‐
保
の
忠
苔
は
こ
れ
ま
で

と
変
ら
な
い
訳
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

十
割
絵
詞
で
あ
っ
た
健
傑
本
人
は
、

］
生
国
原
制
度
を
利
川
し
た
と
し
て

も
高
額
療
養
叫
自
己
員
担
限
度
㈹
７
　
１

万
一
戸
円
の
苑
叫
で
自
己
り
川
が
て

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

】
例
を
あ
げ
る
と
、
継
似
本
人
で

ワ
ア
Ｖ
‐
四
散
・
。
屁
の
心
服
回
出
所
が

ｒ
術
を
し
て
医
療
費
総
糾
が
約
叩
‐

万
円
か
か
っ
た
腸
合
、
こ
れ
ま
で
だ

保
険
給
付
外
と

健
保
本
人
の
出

費
大
幅
に
増
大

と
健
康
似
険
で
す
べ
て
女
以
わ
れ
木

人
皿
担
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
心
は
約
叫
十
ヵ
円
を
自
己
碩
拍
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
ど
の

う
ち
五
万
一
千
円
を
越
え
る
分
は
高

額
康
養
費
制
度
で
保
険
綸
付
さ
れ
、

手
術
を
受
け
た
病
院
が
。
更
生
医
療
指

定
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
こ
の
石
万
一

千
円
に
つ
い
て
も
七
生
医
療
に
よ
っ

て
公
幽
負
帽
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
励
汽
こ
の
心
片
の
財
帯
の

前
Ｉ
度
の
所
り
税
㈲
が
例
え
ば
約
四

十
万
円
で
あ
れ
ば
、
費
川
徴
収
額
は

四
万
八
千
八
百
円
と
な
り
ま
す
ご
」

の
１
　
石
が
け
帯
よ
で
あ
る
と
き
収
川

徴
収
額
は
こ
の
干
額
に
な
り
ま
す
。

　

咆
生
医
療
の
対
匈
と
な
る
心
瞰
疾

患
は
、
先
天
詮
の
心
臓
病
や
弁
膜
症
、

心
吻
梗
塞
な
ど
後
天
性
の
心
臓
簡
価

咎
で
、
身
体
障
告
昔
手
帳
の
女
付
を

受
け
て
い
る
人
が
１
　
術
を
す
る
片
含

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
内

‐
的
治
療
を
継
続
す
る
小
官
‥
の
㈲
へ
‥

は
少
『
巾
医
療
の
対
値
と
な
さ
れ
ず
、

健
保
本
人
も
一
割
を
白
ｄ
仙
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

冲
知
県
を
除
く
都
道
府
県
で
は
、

自
治
休
独
自
の
重
度
身
体
障
轡
酋
の

ぼ
直
行
公
賢
負
担
制
度
が
あ
り
、
更

生
医
療
の
費
用
徴
収
分
や
吏
生
医
療

の
適
用
さ
れ
な
い
健
保
の
自
己
負
如

分
に
つ
い
て
県
費
で
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
の
県

独
白
剖
・
心
も
健
傑
本
人
を
除
外
し
て

い
る
県
が
乙
く
、
販
衣
祁
が
九
川
廠

会
で
条
例
改
疋
を
し
た
よ
う
に
他
府

県
で
も
健
傑
本
人
を
対
象
と
す
る
よ

う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
職
阿
尹
術
の
混
合
、
兜
巾
。
医
簾

や
県
独
自
の
公
費
医
療
制
度
が
適
用

さ
れ
た
と
し
て
も
、
保
険
綸
付
外
の

例
え
ば
差
額
室
料
と
か
付
添
呑
汚
‐

な
ど
の
出
費
が
名
・
く
、
今
回
「
改
正
」

に
よ
っ
て
心
臓
応
心
片
、
と
く
に
健

佩
木
人
の
出
幽
は
水
川
に
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
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